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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子産物はGタンパク質共役受容体ファミリーに属します。このファミリーには、様々なアデノシンおよびウリジンヌクレオチドに対する薬理学的選択性が異なる複数の受容体サブタイプがあり、場合によっては重複しています。この受容体は細胞外ATPおよびADPの受容体として機能します。血小板においてADPへの結合は、ホスホリパーゼCの活性化を介して細胞内カルシウムイオンの動員、血小板の形状変化、そしておそらく血小板凝集を引き起こします。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	SPC-A-1（1）およびC6（2）細胞溶解物に対するP2RY1マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	P2RY1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	P2RY1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した K562 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による P2RY1 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト膀胱癌組織の免疫組織化学分析。
	

	DAB 染色による P2RY1 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。

